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本研究の目的は，英語学習にとって重要

な要因である内的動機づけ，道具的動機

づけ，外国に対する興味，不安，親の励ましに注目

し，これらの情意要因と英語の熟達度の関係を調べ

ていくことにある。本研究に参加したのは2006年10

月に実施された児童英検を受験した小学校３年生か

ら５年生の児童80名である。児童英検のグレード別

に情意要因と児童英検の正答率の関係を調べた結

果，最も難易度の高い GOLD でのみ，内的動機づ

け，道具的動機づけが正答率と弱い正の相関を示し，

不安は弱い負の相関を示した。なお，BRONZE と

SILVER ではそのような相関は認められず，親の励

ましと弱い負の相関が見られた。すなわち，最も難

易度の高い GOLD を受験した児童においてのみ情

意要因と英語の熟達度が関係していたことから，学

習歴が長くなるほど情意要因が英語の熟達度に影響

を与える傾向があると考えられる。

文部科学省（2006）の報告によると，2005年度に

は，日本全国の小学校の93.6％において英語活動が

実施されていると言われている。公的なカリキュラ

ムや評価の基準などがはっきり定まっていないため，

各小学校により活動内容や評価の基準が異なる。ま

た，現在行われている小学校の英語活動は，児童の

英語力をいかにして高めるかということよりも，い

かに児童を楽しませて英語を教えるかということに

重点が置かれてきたため，小学生を対象にして行っ

た評価に関する研究はまだ少ない（バトラー・武内,

2005-6, 2006）。しかし，小学校での英語の必修化が

検討され始めた昨今，小学校英語教育においても評

価というものに本格的に取り組んでいかなければな

らない時期にきたと思われる。

一方，第２言語教育や外国語教育において動機や

不安などの情意要因は熟達度に影響を与えるという

ことは言われており，中学生・高校生・大学生など

を対象に研究が行われてきた（e.g., Yamato, 2002;

Yashima, 2000; Aida, 1994）。しかし，小学生を対象

にした情意要因と熟達度の研究（e.g., バトラー・武

内, 2006; Kiss ＆ Nikolov, 2005）というものはまだ

少なく，小学生の英語の熟達度を上げるためには，

情意要因と熟達度の関係というものを明らかにして

いく必要があると思われる。ゆえに，本研究では小

学生の英語学習にとって重要な要因である英語が好

きだから勉強するという内的動機づけ，仕事や受験

のために英語を学習するという道具的動機づけ，そ

の他外国に対する興味，不安，親の励ましに注目し，

これらの要因と英語の熟達度の関係を調べていく。

2.1 小学校英語教育における評価に関す
る研究

現在まで小学校英語教育において評価に関する研

究は樋口他（1989-90, 1990-1, 1991-2, 1992-3），高

田（2003），バトラー・武内（2005-6, 2006）によっ

て行われてきた。樋口他と高田によって行われた研

究は小学校で英語活動を経験した児童と経験してい

ない児童の英語の熟達度を比較した研究である。ゆ

日本の小学生の英語に対する
動機・態度と英語の熟達度との関係

―児童英検参加者の分析を通して―

東京都／東京未来大学　専任講師　カレイラ松崎順子
申請時：東京都／津田塾大学大学院在籍

英語教育関連の調査・アンケートの実施と分析

第19回　研究助成　C. 調査部門・報告Ⅱ

概要

1 はじめに

2 先行研究



184

えに，それらの研究では小学生ではなく中学生や高

校生が対象になっている。先駆的な研究として

JASTEC 言語習得プロジェクトチーム（樋口他）に

よる研究が挙げられる。彼らは学習開始年齢と英語

の熟達度の関係を調べ，リスニング・スピーキン

グ・ライティングの技能において早期に英語の学習

を開始した児童の方が英語の熟達度は高かったと報

告している。一方，高田（2003）は中学１年生を小

学校での英語活動の経験者と未経験者に分けて，１

学期と３学期に彼らの英語の熟達度を調査した。そ

の結果，語彙・文法において両グループに有意な差

は見られなかった。このように異なる結果が現れて

いるのは，サンプリングや測定の仕方の違い，小・

中学校でのカリキュラムが一貫しいないためである

とバトラー（2005）は指摘している。

一方，純粋に小学生を対象にした研究では，バト

ラー・武内（2005-6, 2006）が挙げられる。バト

ラー・武内（2005-6）は小学生5,087名を対象に児童

用の英語テスト，「日本英語検定協会主催　児童英

検」（以下，「児童英検」と呼ぶ）の BRONZE

（BRONZE についての説明は3.3.1を参照）を使用し

て調査を行った。その結果，長く英語活動を行って

きたクラスや文字や書き言葉を導入しているクラス

に在籍する児童の方が BRONZE の正答率が高かっ

たと報告しているが，BRONZE ではテストのレベル

が全体的に易しすぎたため，児童のパフォーマンス

を正確に測りきれていなかったとも述べている。そ

のため，バトラー・武内（2006）では BRONZE よ

り難易度がやや高い SILVER（3.3.1を参照）を用い

て調査を行い，その結果，学年が上がるにつれて正

答率が上昇しており，特に文字の学習に関してはそ

の差が顕著であった。なお，英語活動への態度や動

機づけは SILVER の正答率にあまり影響を与えてい

なかった。

2.2 小学校英語教育における情意要因に
関する研究

日本の小学校英語教育において情意要因に関する

研究はいくつか（e.g., Carreira, 2005-6, 2006; 國本,

2004-5, 2005-6; 松宮, 2004-5, 2005-6）行われてい

る。Carreria（2006）は，小学生の英語学習に対す

る情意要因（内的動機づけ，道具的動機づけ，外国

に対する興味，不安，親の励まし）を測定する質問

紙 Motivation and Attitudes Toward Learning

English Scale for Children（MALESC）を作成し，

Carreira（2005-6）では英語学習に対する情意要因

の発達的傾向を調べ，学年が上がるにつれて，内的

動機づけ，外国に対する興味，道具的動機づけが低

下することを明らかにした。國本（2004-5）は英語

が好きな児童はコミュニケーション意欲と自己評価

が高くなる傾向があることを示し，國本（2005-6）

では英語が好きな児童は学習意欲が高い傾向がある

が，一方でプレッシャーを感じやすく不安を感じや

すいということを明らかにした。また，松宮（2004-

5）は不安について調査を行い，児童の半数以上が英

語活動について何らかの不安を感じているというこ

とを明らかにした。松宮（2005-6）では英語活動を

いくつかのタイプに分け，個々の英語活動に対する

好意と不安との関係を調べ，不安を強く感じている

児童は自分一人で発言する活動を嫌う傾向があるこ

とを示した。

3.1 目的
日本の小学校英語教育における評価や情意要因に

関する研究を概観してきたが，熟達度と情意要因の

関係を調べた研究は少ない。一般的に，言語学習に

対する動機づけは熟達度にプラスに働き（e.g.,

Yamato, 2002; Yashima, 2000），不安は熟達度にマ

イナスに働く（e.g., Aida, 1994）と言われている。

また，Koizumi ＆ Matsuo（1993）は親の励ましを

感じていない児童ほど英語の熟達度が低いことを明

らかにした。これらの研究対象者は中学生以上であ

り，果たしてこれらの結果が日本の小学生において

も当てはまるのであろうか。以上を踏まえ，本研究

では以下のリサーチ・クエスチョンを立てて日本の

小学生の情意要因と英語の熟達度との関係を検討し

ていく。

1.小学生の英語学習において動機づけや外国に対す

る興味は英語の熟達度とどのような関係があるの

か。また，その関係は受験したテストの難易度に

より異なるのか。

2.小学生の英語学習において不安は英語の熟達度と

どのような関係があるのか。また，その関係は受

験したテストの難易度により異なるのか。

3 本研究
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3.小学生の英語学習において親の励ましは英語の熟

達度とどのような関係があるのか。また，その関

係は受験したテストの難易度により異なるのか。

3.2 調査対象者
本研究に参加したのは2006年10月に実施した児童

英検を受験した神奈川県郊外の私立K小学校の３年

から５年の児童80名（男子20名・女子60名：３年生

29名・４年生21名・５年生30名）である。K小学校

では小学１年から週に１回の英語の授業が行われて

おり，児童英検は平成15年度から学校で実施してい

る。

3.3 調査内容
3.3.1 児童英検

本研究では英語の熟達度を測るため児童英検を使

用した。児童英検は現在行われている小学校の「総

合的な学習の時間」での英語活動を考慮に入れて作

成されているテストであり（日本英語検定協会,

2005），日本の小学校の英語教育の事情に最も適し

たテストであると考えられている。テストの結果は

「正答率」によって評価されているため，全問正解す

ると100％となる。英語学習の入門期にはリスニング

力を高めることが大切であることから，児童英検で

はリスニング形式のテストを採用している（日本英

語検定協会, 2005）。テストは BRONZE・SILVER・

GOLD の３つのグレードに分かれており，GOLD が

最もレベルが高い。以下に各グレードの特徴を述べ

る（日本英語検定協会, 2005）。

BRONZE

児童英検を初めて受験し，小学校の英語活動であ

るなら１年半から２年以上の学習経験を持つ児童が

対象である。テスト時間は約30分である。以下は

BRONZE の到達目標と出題のねらいである（日本英

語検定協会, 2005, p.6）。

［到達目標］

1.英語の音やリズムに慣れ親しむ。

2.初歩的なコニュニケーションに必要な語句や簡単

な表現を聞き，理解する。

［出題のねらい］

語句　　定型表現や基本文中の名詞，形容詞，動詞

の聞きとり

会話　　あいさつや動詞を含んだ初歩的な会話（１

往復）の聞きとり

文章　　簡単で短い１文の聞きとり

SILVER

BRONZE を受験して80％以上の問題に正答でき，

小学校英語活動であるなら，２年半～３年半以上の

学習経験を持つ児童が対象である。テスト時間は約

35分である。以下は SILVER の到達目標と出題のね

らいである（日本英語検定協会, 2005，p.8）。

［到達目標］

1.日常生活での身近な事柄に関する簡単な語句や表

現を聞き，理解する。また，それに対して簡単に

応答する。

2.簡単な会話や文をいくつか聞き，その中にある情

報を理解する。

［出題のねらい］

語句　　定型表現や基本文中の前置詞の聞きとり，

いろいろな文の中の名詞，形容詞，動詞の

聞きとり，カテゴリー別複数単語の聞きと

り

会話　　話しかけに対する応答選択や簡単で短い会

話（２～３往復）の聞きとり

文章　　簡単で短い文章（２～３文）の聞き取り・

否定文や疑問文の聞きとりと応答

文字　　アルファベットと音声の結びつき・簡単で

短い単語の認識

GOLD

SILVER を受験し80％以上の問題に正答でき，小

学校の英語活動などで４～５年以上の学習経験を持

つ児童が対象である。テスト時間は約45分である。

以下は GOLD の到達目標と出題のねらいである（日

本英語検定協会, 2005，p.10）。

［到達目標］

1.日常生活での身近な事柄に関する語句や表現を聞

き理解する。またそれに対して質問したり応答し

たりする。

2.まとまった会話や文章を聞き，その中の情報を理

解すると同時に，その場面状況を判断したり要旨

などを把握したりする。

［出題のねらい］

語句　　いろいろな文の中での語句の聞きとり

会話　　簡単でまとまった会話（３往復以上）の聞

きとり
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文章　　つながりのある複数の文（３文以上）の聞

きとり，5W1H による疑問文の応答・質問

文の投げかけ

文字　　基本的な語句や簡単で短い文の認識

3.3.2 質問紙

英語学習に対する情意要因を調べるため，

MALESC を使用した（資料参照）。MALESC は

Carreira（2006）が作成したもので，19の項目から

成り，「はい」（４点）から「いいえ」（１点）の４件

法を採用している。「内的動機づけ」，「外国に対する

興味」，「道具的動機づけ」，「親の励まし」，「不安」

の５つの下位尺度から構成されており，各下位尺度

の Cronbach の信頼性係数αは .65 から .86

（Carreira）であり，各下位尺度の信頼性係数はほぼ

満足できる水準と見なせる。本研究ではピアソンの

相関関係によって，MALESC 上の要因（「外国に対

する興味」，「内的動機づけ」，「道具的動機づけ」，

「親の励まし」，「不安」）と児童英検の正答率の関係

を調べた。

3.3.3 手続き

調査対象者の児童に対して，MALESC（Carreira,

2006）を小学校教員の監督のもとに実施した。なお，

調査に際し，あらかじめ調査の趣旨を文書および口

頭で説明し，調査を行う小学校より同意書を得た。

また，質問紙に関する指示は著者がカセットテープ

に吹き込み，本調査は大学での研究の一環であり，

成績などには一切関係ないことを伝えた。小学校の

教員が回収した質問紙に各児童の児童英検の正答率

を記載した。なお，児童は児童英検を2006年10月に

受験し，2006年11月に質問紙に回答した。

80名の児童のうち，BRONZE を受験した児童が37

名，SILVER が32名，GOLD が11名であった。児童

英検の各グレードを受験した学年の児童数は表１に

示した。また，各グレード別の記述統計（最大値，

最小値，平均値，標準偏差）の結果は表２のとおり

である。

本研究 MALESC の下位尺度（「内的動機づけ」，

「外国に対する興味」，「道具的動機づけ」，「親の励ま

し」，「不安」）のα係数は，それぞれ .89，.86，.85，

.71，.55であり，不安の下位尺度を除いて高い信頼

性を有していると言える。

MALESC の下位尺度の平均点と標準偏差及び児

童英検の正答率との相関係数を各グレード別

（BRONZE，SILVER，GOLD）に表３，表４，表５

に示した。BRONZE を受験した児童はどの下位尺度

も統計上有意ではなかったが，「親の励まし」（r = 

-.33）において弱い負の相関が見られた。SILVER を

受験した児童においても同様にすべての下位尺度が

統計上有意ではなかったが，「親の励まし」（r = -.33）

において弱い負の相関が見られた。一方，GOLD を

受験した児童も同様にどの下位尺度も統計上有意で

はなかったが，「内的動機づけ」（r = .34），「道具的

動機づけ」（r = .43）において弱い正の相関が見ら

れ，「不安」において弱い負の相関（r = -.35）が認

められた。

グレード別に情意要因と児童英検の正答率との関

係を調べた結果，どの下位尺度も統計上有意な相関

は認められなかった。しかし，中には相関係数が .30

以上のものもあり，全く相関がないとは言えないと

判断し，以下では相関係数 .30以上の関係を弱い相

関と見なして考察を行う。

4 結果

■表１：児童英検のグレード別・学年別の児童数

BRONZE 26 9 2 37

SILVER 3 11 18 32

GOLD 0 1 10 11

合計 29 21 30 80

児童英検の
３年 ４年 ５年 合計

グレード

BRONZE 71 97 86.70 7.89

SILVER 62 92 80.19 7.06

GOLD 68 96 82.18 9.31

最小値 最大値 平均値 標準偏差

■表２：グレード別の児童英検の正答率の記述統計

5 考察
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5.1 リサーチ・クエスチョン１
小学生の英語学習において動機づけや外国に対す

る興味は英語の熟達度とどのような関係があるのか。

また，その関係は受験したテストの難易度により異

なるのか。

表３および表４から明らかなように BRONZE と

SILVER を受験した児童は，「内的動機づけ」，「道具

的動機づけ」，「外国に対する興味」と児童英検の正

答率との間には相関はほとんど認められなかった。

一方，GOLD（表５）においては，「内的動機づけ」，

「道具的動機づけ」が児童英検の正答率と弱い正の相

関を示していた。難易度の高いテストを受験してい

る児童は，Yamato（2002）と Yashima（2000）と

同様に，英語学習に対する動機づけが高いと英語の

熟達度が高くなる傾向があると言えるであろう。た

だし，英語の熟達度が高いために動機づけが高くな

るとも考えられる。

5.2 リサーチ・クエスチョン２
小学生の英語学習において不安は英語の熟達度と

どのような関係があるのか。また，その関係は受験

したテストの難易度により異なるのか。

BRONZE と SILVER において「不安」と児童英検

の正答率の相関関係は見られなかった。一方，

GOLD においてのみ，弱い負の相関が認められた。

これらのことから，難易度の高いテストを受験して

いる児童は，不安を強く感じると英語の熟達度が低

くなる傾向があることが明らかになった。すなわち，

難易度が高い GOLD を受験している児童においての

み Aida（1994）と同様に不安が言語学習の熟達度に

マイナスの影響を与えていると言える。しかし，こ

れはかなり弱い相関であるため，このような結論を

出すにはさらなる研究が必要であると思われる。

■表３：BRONZE を受験した児童のMALESC の下位尺度の平均点と標準偏差及び
児童英検の正答率との相関係数

下位尺度 平均 標準偏差 児童英検の正答率との相関係数

内的動機づけ 3.24 0.67 -.22

外国に対する興味 3.38 0.81 -.11

道具的動機づけ 3.16 0.78 -.25

親の励まし 2.81 0.82 -.33

不安 2.58 0.83 -.14

■表４：SILVER を受験した児童のMALESC の下位尺度の平均点と標準偏差及び児
童英検の正答率との相関係数

下位尺度 平均 標準偏差 児童英検の正答率との相関係数

内的動機づけ 3.49 0.73 -.19

外国に対する興味 3.48 0.61 -.15

道具的動機づけ 3.61 0.62 -.16

親の励まし 3.23 0.69 -.33

不安 2.19 0.82 .00

■表５：GOLD を受験した児童の MALESC の下位尺度の平均点と標準偏差及び児
童英検の正答率との相関係数

下位尺度 平均 標準偏差 児童英検の正答率との相関係数

内的動機づけ 3.14 0.88 .34

外国に対する興味 3.53 0.76 .24

道具的動機づけ 3.64 0.48 .43

親の励まし 3.24 0.42 -.11

不安 2.21 0.67 -.35
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5.3 リサーチ・クエスチョン３
小学生の英語学習において親の励ましは英語の熟

達度とどのような関係があるのか。また，その関係

は受験したテストの難易度により異なるのか。

BRONZE と SILVER において「親の励まし」は児

童英検の正答率と弱い負の相関を示したが，GOLD

では相関は見られなかった。これらのことから，難

易度の低いテストを受験した児童においてのみ親の

励ましを感じている児童は英語の熟達度が低い傾向

にあった。なお，本研究の結果はかなり弱い相関で

あるため，これらの結果は慎重に解釈しなければな

らない。

5.4 全体の考察
最も難易度の高いテスト GOLD を受験した児童の

み動機づけと不安が英語の熟達度に関係しており，

BRONZE と SILVER ではそのような関係は認められ

なかった。ゆえに，小学生の英語学習において情意

要因が英語の熟達度に影響を与えるということは本

研究からだけでは結論づけることはできない。

ではなぜ，このように受験するテストの難易度に

より情意要因と英語の熟達度の関係に違いが現れた

のであろうか。まず第１に推測できることは，

BRONZE の正答率の平均が86.70とかなり高く，テ

ストが易しすぎため（バトラー・武内, 2005-6），動

機づけや不安などの情意要因が正答率に影響を与え

なかったのではないかと考えられる。一方，SILVER

（80.19）の正答率の平均は GOLD（82.18）より低い

が，文字に関する出題内容に関して SILVER ではア

ルファベットと音声の結び付き・簡単な単語の認識

程度であったのに対し，GOLD では基本的な語句や

短い文の認識なども行うなどかなり高度な問題が出

題されている。文字に関する出題の有無や問題形式

が今回の結果に影響したとも考えられる。

第２に，表１で明らかなように，GOLD を受験し

た児童のほとんどが５年生であることから，これら

の結果が受験したテストの難易度によるものなのか

それとも学年の違いによるものなのかは明らかでは

ない。つまり，テストの難易度とは関係なく，学年

が上がるほど情意要因が熟達度に影響を与えるとも

推測できる。

また，最も難易度の高い GOLD においてのみ動機

づけや不安の情意要因と熟達度が相関を示していた

ことから，学習歴が長くなるほど情意要因が英語の

熟達度に影響を与える傾向があるとも解釈できる。

ゆえに，児童の英語学習が進めば進むほど，教師側

は児童の英語学習に対する意欲を高めることができ

るように配慮し，将来英語がどのような場面でなぜ

必要かなどを説明すると同時に，不安をなるべく感

じないような授業の工夫をしていく必要があると思

われる。

最後に本研究の限界と今後の課題について言及す

る。第１に，どの下位尺度も正答率との関係におい

て統計上有意な関係は認められなかった。このため，

本研究から情意要因と熟達度の関係においてはっき

りした関係があるとは言えない。しかし，これは人

数が少ないためであり，調査対象者を増やすならば，

統計上有意になるとも考えられる。ゆえに，今後は

より多くの児童を対象にした研究が必要である。第

２に，本研究ではあくまでも情意要因と英語の熟達

度の相関関係を調べた研究であり，因果関係ではな

い。ゆえに，その結果の解釈には十分な注意が必要

である。第３に，本研究ではすでに児童英検を実施

している小学校において研究を行った。児童が各自

受験したいグレードのテストを受験したため，その

人数にばらつきがあり，学年差や男女差の違いを正

確に調べるだけの十分な人数が確保できなかった。

以上のような限界はあるが，本研究は日本の小学

生の情意要因と英語の熟達度を調べた先駆的な研究

であり，小学校英語教育に有益な示唆を与えるもの

と思われる。最も難易度の高い GOLD を受験した児

童において情意要因と英語の熟達度が関係していた

ことから，学習歴が長くなるほど情意要因が英語の

熟達度に影響を与える傾向があるとも考えられる。

ゆえに，教師側は児童の英語学習が進めば進むほど，

より一層彼らの学習意欲を高め，不安をあまり感じ

ないような授業の工夫をしていく必要があるであろ

う。

小学校英語教育に関する研究，特に，評価に関す

る研究は始まったばかりである。今後は，情意要因

だけでなく社会的文化的要因などさまざまな角度よ

り小学生の英語の熟達度を調べていく必要があると

思われる。

6 本研究の限界と今後の課題
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内的動機づけ

1. 英語
えいご

の授業
じゅぎょう

はとてもたのしいです。

3. 英語
えいご

の授業
じゅぎょう

のある日
ひ

は楽
たの

しみです。

6. 習
なら

った英語
えいご

をもっと使
つか

ってみたいです。

8. もっと英語
えいご

の授業
じゅぎょう

があったほうがいいです。

外国に対する興味

2. いろいろな外国
がいこく

にいってみたいです。

4. 外国
がいこく

のお友達
ともだち

をたくさん作
つく

りたいです。

12.英語
えいご

が上手
じょうず

になって外国
がいこく

の人
ひと

と話
はな

してみたいです。

15.外国
がいこく

に住
す

んでみたいです。

17.外国
がいこく

のことをもっと知
し

りたいです。

道具的動機づけ

7. 中学校
ちゅうがっこう

に入
はい

って英語
えいご

の勉強
べんきょう

で困
こま

らないように勉強
べんきょう

します。

11.大人
おとな

になったら自分
じぶん

にとって必要
ひつよう

になると思
おも

うので，英語
えいご

を勉強
べんきょう

します。

14.将来
しょうらい

なりたい仕事
しごと

のために英語
えいご

を勉強
べんきょう

します。

19.高校
こうこう

や大学
だいがく

に入
はい

るために必要
ひつよう

なので英語
えいご

を勉強
べんきょう

します。

親の励まし

9. おうちの人
ひと

は英語
えいご

がとても大切
たいせつ

だと思
おも

っています。

13.おうちの人
ひと

は私
わたし

が英語
えいご

ができるようになることを望
のぞ

んでいます。

18.おうちの人
ひと

は英語
えいご

を一生懸命
いっしょうけんめい

勉強
べんきょう

しなさいといいます。

不安

5. 英語
えいご

の授業
じゅぎょう

でみんなよりできないと心配
しんぱい

です。

10.英語
えいご

の授業
じゅぎょう

中
ちゅう

はなんとなくいつも心配
しんぱい

です。

16.英語
えいご

の授業
じゅぎょう

で答
こた

えたり，発表
はっぴょう

するときどきどきします。

資料：Motivation and Attitudes toward Learning English Scale for Children （MALESC）




